
農業用施設の効率利用による 「南部かしわ」の生産促進

(畜試 中 小家畜部)

1.背 景とねらい                ,

鶏肉の消費についてはプロイラー肉が主体となつているが、一部にはオリジナル食品志向と
|

安全食品志向があり、地鶏肉に根強い人気がある。一方、申山間地域においては牛肉輸入自由

化や農業従事者の高齢化等により農家経営は厳しさを増している。          「

そこでt農 業経営の安定化と産地育成並びに中山間地域の活性化を函るため(複 合経営品目

とじて、農業用施設の効率的利用による高品質肉用鶏 「南部かしわ」の生産方式について検討

した。

2.技 術の内容

1)「 南部かしわ」の飼養は日本短角種放牧期間中の牛舎 (15坪)と 雨よけほうれん草栽増後

のビニ■ルハウス (15坪)を 利用した。素離は4適齢で各4oo羽導入し、出荷 (雄 114週齢、

雌 ,16週齢)ま でブロイラー用配合飼料を給与した。          ‐

2)雄 雌全体の出荷体重は畜舎区で2.38kg、ハゥス区で2139kgで有意差は認められなかった。

また性別の発育成績は雄で2,65kg(雌で2.12kgでほぼ指標値に近い発育が確認されたことか

ら、両施設とも利用が可能と判断された (表1、 2)。        i

3)規 格外のほうれん草などの活用により、飼料要求率は畜舎区で3.42、ハウス区で3.28と指

標値の3.5より低く、農業用施設の有効利用と併せて低コスト生産が可能であることが示十され

た (表2)。             |         |

4)農 業用施設の減価償却費及び労働費を含む生体 1羽 当たりの生産費は、畜舎区で1,160円(

ハウス区で1,058円と試算され、労働費を含む 1羽当たりの農家所得は概ね500～600甲と推定

される (表3)。                             i

5)「 南部かしわ」の飼養管理は朝夕の時間帯に軽労働でできることから、中山間地域の婦女

子等の労働の対象として有撃な複含経営の品目と考えられ、鶏肉処理
・加工施設の整備によ

り地域特産品の開発が可能となる。             |

3.指 導上の留意事項

1)コ ストが高いため、特定の販売ル
ートを確保の上で生産に取り組む必要がある。

2)生 産現場での飼育期間は槻ね90日であるため、空き牛舎利用は1回転、雨よけほうれんそ

うハウス利用は2回転が可能である。

3)パ イプハウスでほうれんそうと輪作の場合、

ア 土 壊の含水率が低下することがあり濯水を多めに実施する必要がある。

イ 鶏 糞が土中に混入すると、タネバエ幼虫による被害が発生するので、土中にこぼれない

ようにする。
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4.試 験成績の概要

表-1 年 度別発育成績と出荷成績

表-2 収 容施設 ・性別の発育成績 (平成 6年 )

表-3 生 産費の試算結果

(単位 ;羽 、kg、 %)

(単位 ;kg、 g)

項 目

年度

畜 全
ロ

ハ ウ  ス 出荷

率

平均

導入時

羽数 体 重

出荷時

羽数 体 重 出 荷率

導入時

羽数 体 重

出荷時

羽数 体 重 出 荷率

8 0 0   0 , 4 2

7 9 3   0 . 4 1

8 3 9   0 . 3 7

7 6 2   2 . 3 4    9 5 , 3

7 8 8   2 . 3 1    9 9 . 4

8 2 3   2 , 4 5    9 8 . 1

8 1 4  0 . 4 1

8 0 8   0 . 3 7

8 0 0   0 . 3 5

7 7 8   2 . 3 3   9 5 . 6

7 8 0   2 . 3 4   9 6 . 5

7 9 8   2 . 4 7   9 9 , 8

95.4

97.9

98.9

性

施設

雄

導入時  出 荷時  D G

雌

導入時  出 荷時  DG

1羽 当り

飼料消費

飼 料

要求率

畜 舎

ハウス

0 . 3 9 8  2 . 6 5 ±0 . 2 2  3 2 . 1

0 . 3 8 3  2 . 7 3 ±0 . 2 8  3 3 . 5

0 . 3 4 3  2 . 2 4 ±0 . 2 3  2 2 . 4

0 , 3 1 8  2 . 2 0 ±0 . 2 6  2 2 . 4

7 . 1 3

6 . 9 1

3 , 4 2

3 . 2 8

畜  舎 ハウス 備 考

素 雛  代

飼 料  代

施設 ・資材

労 働  費

そ の  他

3 0 5 . 8 1

3 5 3 . 9 7

1 1 7 . 1 3

2 7 5 , 2 3

1 0 8 . 7 2

3 0 6 . 1 2

3 4 7 . 6 8

2 4 . 6 3

2 7 5 . 2 3

1 0 5 , 1 4

4週 齢導入、出荷率 98,1 98.0%

飼料単価50円/【G、飼料要求率 3.423.28

牛舎 ・ハウスの滅価償却費

2時間*90日*600円/出 荷率

水道光熱費、運賃、手数料、金利など

合 計 1,160.86 1,058.80
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